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不整脈原性右室心筋症に対する遺伝子治療開発

【研究の背景】
心不全の生命予後は、薬物治療、非薬物治療を含む標準治療の進展により、大きく改善し

ました。一方、治療効果は一律ではなく、標準治療が奏功せず若くして重症化する治療抵抗
性心不全が存在します。不整脈原性右室心筋症は、心筋細胞介在板構成遺伝子に生じたゲノ
ム遺伝子バリアントにより発症する希少疾患で、右心室、左心室の機能がともに低下し、致
死性不整脈をきたす難治性疾患です。なかでも、デスモグレイン2(DSG2)は日本における原
因遺伝子として最も多いことが知られています。私達は、若くして重症心不全を発症した患
者さんが、遺伝子バリアントを原因とするデスモグレイン2欠損心筋症であることを見出し、
iPS細胞由来分化心筋細胞(iPSC-CM)を用いて、アデノ随伴ウイルス(AAV)ベクターによる
DSG2遺伝子補充を介した治療概念を実証し報告しました(Hum Mol Genet. 2021 Jul 
9;30(15):1384-1397)。更に、ゲノム解析、心筋病理解析、iPSC-CMを用いた解析を積み重
ね、拡張型心筋症に加え、様々な治療抵抗性重症心不全において、DSG2遺伝子バリアント
による介在板障害が潜在化していることを見出しました(Hum Genome Var. 2024 Dec 
20;11(1):47, 第89回日本循環器学会学術集会)。不整脈原性右室心筋症は、およそ5000名に1
名の発症率とされていますが、私達のデータ、原因となる遺伝子バリアントのアレル頻度を
考慮すると、更に多くの治療抵抗性心不全に潜在化している可能性があります。DSG2遺伝
子バリアントが同定された症例では、一様に心臓組織におけるデスモグレイン2発現が低下
することが明らかとなっており、DSG2遺伝子を心臓へ補う遺伝子治療の開発が必要です。

【現在の取り組み】
これまでに培ったiPS細胞を用いた研究開発基盤(Stem Cell Reports, 2022. 17(2): p. 337-

351, Circ Genom Precis Med. 2022 Jul 12, JACC Basic Transl Sci, Feb 08, 2023)をもとに、基
礎、臨床の両方向から研究を進め、症例レジストリの構築、不整脈原性右室心筋症症例から
のヒトiPSC-CM病態モデル樹立に加え、デスモグレイン2欠損心筋症を再現するマウスモデ
ルを構築しました。更に、大阪大学医学系研究科医化学松岡研先生が開発された心不全応答
性エンハンサーを搭載した心臓遺伝子治療用AAVベクターを使用しており、低用量のAAVで
も心臓特異的に高発現が誘導されるため、高い有効性と安全性が期待できます。

【私たちが目指すこと】
大阪大学医学部附属病院では、標準的な治療が奏功しない、多くの重症心不全

患者さんが診療を受けられています。私たちが目指しているのは、患者さんに、
基礎研究に根差した精密で安全な医療を届けることです。AAV遺伝子治療の開発
には、多くのインフラ、技術、産学連携体制が必要です。私たちが目指す医療に
ご協力頂ける企業との産学連携を希望いたします。私たちの詳しい研究内容につ
いては、こちら（→）をご参照ください。

対象疾患︓DSG2遺伝子バリアントを原因とする不整脈原性右室心筋症
特許情報︓特願2022－508325 2025年11月18日 特許査定
技術の特徴︓ DSG2遺伝子バリアントにより発症する不整脈原性右室心筋症に対する遺伝子治療薬
市場性、開発における課題︓約5,000人に1人の希少疾患だが、更に多くの症例が重症心不全に潜在化している可能
性がある。日本人、東アジアにおいて特有の遺伝子バリアントを対象とした治療薬開発を目指している。
希望する企業連携の内容︓共同研究、AAV遺伝子治療薬のGMP製造、ライセンスアウト


